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「現代社会の私たち」の大きなねらい

•市民的判断力の養成

– 「市民的判断力」とは？

•「現代社会」とはどんなものかを自分の視点・思
考で主体的に捉えられるようになる



現代社会を見つめ直す視点

•現代社会がなぜ今のありようになったのか

•かつての社会はどのようなものであったのか

•かつての社会はどのように現代の社会に変化
を遂げたのか

•そうした変化とともに人々の生活や価値観はど
う変わったのか

事象の表層・現象的な側面、普遍的・不変
的側面の違いを見極められるようになる

ねらいは



なぜ昔の映画を見るのか

•以下を考え、「現代社会の私たち」を見つめ直
す

– 日本社会とはどのようなものであったのか

– 日本人の価値観はどのようなものであったのか

– 今はそれらがどう変わったのか

– なぜそう変わったのか



上田の今昔に目を向ける

•数十年の年月を経ると、人々の生活も価値観
も大きく様変わりする。

•社会がいかに様変わりしたかを上田の記録映
像からも探る。

•地域のビフォーアフターをより身近に感じる。



授業の目標

•昔の映画を見て現代と何が違うか、同じかを捉
え、現代社会が歴史的な視座から捉えられるよ
うになる。

•地域の今をたずね、その背景にどんな社会構
造があったのかが捉えられるようになる。

•問題発見・共有を図ることのできるコミュニケー
ション能力を身に付ける。



授業計画

回 内容

第1回 「現代社会と私たち」全体ガイダンス

第2回 私たちは現代を知るために昔どうだったかを知る必要がある

第3回 昭和の子どもは今の子どもとどう違うか 『生れてはみたけれど』（1932年）

第4回 昭和の子どもと今の子どもは何が違うか

第5回 昔の若者たちはいかにして予科練に行ったか 『決戦の大空へ』（1943年）

第6回 今と戦時下を比較して今何が変わったのか

第7回 私たちの心はメロドラマの感傷に耐えられるか 『君の名は』（1953年）

第8回 人々はメロドラマに何を求め、今何が変わったのか

第9回 ふりかえりディスカッション 映画を通して「現代」の何が見えてきたか

第10回 上田今昔、長大生は上田の昔を知る必要がある

第11回 当時の上田はどんなだったかを調べよう

第12回 ふりかえりディスカッション 今昔から私たちはそこに現代とつながる何を見たか(1)

第13回 ふりかえりディスカッション 今昔から私たちはそこに現代とつながる何を見たか(2)

第14回 ふりかえり・まとめ発表(1)

第15回 ふりかえり・まとめ発表(2)



毎回の授業の進め方

•パソコンを持ってくること

•ポータルＳＮＳを利用・そこに書き込み

– ＳＮＳコミュニティ「現代社会の私たち（前川クラス）

– 今日の感想、意見などを投稿しよう！4/27まで



昨年は「憲法９条を考える」

•http://www.kenpou.jp/ 日本国憲法全文



戦争は終わった…７０年後もなお



昨年の授業で気づかされたこと

•戦争反対 思考停止の７０年

•改正支持は意外に多い

•戦争肯定ではない改正もある

未来の日本はあなたのためにある



今年は「映画と記録映像」から
現代社会を捉え直す

•写真の発明
– 「世界最古の写真は、1825年」(Wikipedia)

•映画の発明
– 1895年、リュミエール兄弟の「シネマトグラフ」

•放送の実用化（国内）
– 1925年、ラジオ放送

– 1953年、テレビ放送

•ネットによる動画配信
– 1993年、Webブラウザ「Mosaic」による対応



感じてみたい視点

•大衆の心を知るには

–「流行」というもの

–その一つとしての歌謡曲

–時代のギャップ



まず見てみる 「おらほ放送局」

•おらほ映像発掘隊

– http://tv.orahonet.jp/docs/oraho-
tv/A0016.php

– 丸子線の記録

– 電車別所線


